
「都市ＯＳ連動デバイスＯＬＥＤカードの開発」

情報デバイスユニット，プラットフォームユニット，拠点運営部門

研究のねらい：薄型ＯＬＥＤ（有機ＥＬ）ディスプレイを活用し，
人と都市ＯＳを繋ぐ新規なカード型情報端末を創出する

情報デバイスユニット ロードマップ コンセプト，機能，特徴

ＯＬＥＤカード構成 ＯＬＥＤカード詳細仕様

実証実験イメージ（テーマパーク等観光客誘導） 実証実験イメージ（屋内外シームレス誘導）

観光地散策

③観光施設等の近くに来ると
クーポンやイベント情報等を表示

①レンタサイクルの利用者（観光客）に
「ＯＬＥＤカード」を入れたカードストラップ
を首にかけてもらう
（⇒手軽にぱっと見れる）

レンタサイクル

⑤都市OSで移動ログを解析．誘導／
リコメンドに反映するとともに，地域
マーケティングに活用

都市ＯＳ
スマホアプリで目的地をセットするとＯＬＥＤカードの
リアルタイムコンパスが起動

ＯＬＥＤカード

②観光客はリアルタイムコンパスを
使用して散策
（⇒自転車に乗りながらスマホ操作
は困難）

■ＯＬＥＤカードプロト ■ Wetプロセス応用： 大画面／超薄型
・Paper like OLED(中吊り広告)

■ foldable-OLED

普段は小さくたたまれる
⇒部分表示

大きく展開
⇒全画面表示
裏面はPV。広げて充電

OLED/PVドットによる接触スキャナ⇒
指紋認証
本人と離れたら機能停止
個人認証に基づく都市OSサービス

・マルチカード機能
⇒多種ICカード/権利の統合。カード全
体の意匠も変化
・チケット(ex.Fast Pass)応用
⇒顔写真を選べる等、遊び心付加
・スマホ経由都市OS連動カード
⇒将来的にUHF帯通信を検討

・リストディスプレイ

・紫外線絆創膏
・オートトリアージ（生体モニタ）

■超薄型/フレキシブル化

■ＯＬＥＤカード多機能化/通信機能付加

■個人認証/セキュリティ

技術ロードマップ

②耐酸素/耐水分性材料開発

①塗布用TADF材料開発

③R2Rプロセス開発

④酸化物TFT試作ライン開発

アプリロードマップ

第１フェーズ(H25.11-H28.03) 第２フェーズ(H28.04-H31.03) 第３フェーズ(H31.04-H34.03)

①塗布用TADF材料の分子設計と合成

②耐酸素/耐水分性を有するOLED材料/デバイス開発

③フレキシブルデバイスに必要な周辺部材の開発
③R2Rによる張り合わせ技術を適用したOLED作成

④酸化物TFTラインの導入とそれに伴う課題抽出/対策
④酸化物TFTラインのプロセス制御とAMOLED試作

①RGBYW各発光色の高効率化(内部発光効率～100%)

②耐酸素/耐水分性を有するOLED材料/デバイス開発
(継続)

③印刷プロセスによるRGB3原色発光の実現と耐久性向
上

④TFT素子信頼性向上、フレキシブルデバイス試作

①塗布型TADF材料の量産化技術開発

②耐酸素/耐水分性を有するOLEDデバイス材料の量産
化技術開発

③印刷プロセス応用デバイスの作成と実証データ取得、
およびデバイス改良

④酸化物TFTライン歩留り向上、TFTデザイン開発

■ヘルスケア/医療応用

・光るTシャツ

■ヘルスケア/医療応用

・脈波センサ

・街中サイネージ(バス停)

・光る標識

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS

UOS 都市OSとの連動を想
定するアプリ

イルミネーション/広告
イベント等でのチケット代替
夜間の安全/安心
イベント連動発光
バイオセンサ

UOS

周囲の人属性に応じた広告切替え
広告取換えコスト削減

災害時誘導等
都市におけるハブ空間

中画面ウェアラブル情報端末

H27試作

CPU

BLEモジュール

GPSモジュール

USBポート
（充電/移動ログ回収）

Push-SW Main-SW
地磁気センサ

/3軸加速度センサ

Flashメモリ
（2MB） 充電コントローラ

（USB/PV） Liイオン二次電池
（裏面）

ＯＬＥＤパネルコネクタ

基板（4層）

・情報弱者や運動の最中（スマホの操作が困難な状況）でも
使える情報端末
⇒薄型ＯＬＥＤパネルを備えたＩＣカードサイズの無記名式
「人の誘導・リコメンド」ツールを提供する

■機能，特徴

①OLED，GPS，地磁気センサでリアルタイムコンパスを構成
②GPS位置情報を1sec毎に計測し移動ログを蓄積
③BLE＋スマホアプリを用いた目的地設定（プリセット可能）
④Beacon（発信機）によるカード識別情報出力
➄太陽電池による充電（マイクロUSB経由の急速充電可能）

■コンセプト

①利用者の「入店」によりGPS受信信頼度が低下すると，ＯＬＥＤカードはBeacon出力を開始
②Beacon信号を受信したBLE送受信機は，受信強度及び自己の位置情報を都市OSに送信
③都市OSはＯＬＥＤカードの緯度経度情報を算出し、BLE送受信機を介してＯＬＥＤカードに送出
⇒ 屋内外シームレス誘導の実現

目的のお店

：BLE送受信機Beacon

■屋外 ■屋内

GPS衛星

シェアサイクル

観光地散策

レンタサイクル

ＯＬＥＤカード
Beacon
（最近接）

Beacon

都市ＯＳ

④カード返却時に，移動ログを都市
OSに取り込む（⇒個人を特定可能
な情報は一切含まない）

Android
端末

Bluetooth（BLE）

ハード／ファーム項目 仕様 備考

ディスプレイ 超薄型高輝度モノクロELパネル 600cd/m2，円偏光フィルタ付

基板 基本試作の制御基板+電源基板×2を1枚基板化

メモリ 2MB(16Mbit) Flashメモリ×1

二次電池 900mAh品×1（ロングライフタイプ）または45mAh品×1（薄型タ
イプ）

充電用電源 マイクロUSBポートおよび太陽電池 充電コントローラ×2を実装

太陽電池 4mA（@3.0v）×1

外部I/F Bluetooth（BLE） 目的地設定、Beacon発信機

USB 充電，移動ログ回収，目的地プリセット

GPSサンプリング周期 1sec

地磁気センササンプリング周期 ↑

3軸加速度センササンプリング周期 250ms 行動ログを取得．時刻（4byte）+4回のサンプリング
（1byte×3×4=12byte）のデータを16byteにパック
（※当面保留）

ログ記録周期 ≧1secの秒単位で任意設定可能 1sec周期の場合1.5日分のログ蓄積可能．PCソフトで周期を設
定

BLE（Bluetooth）モジュール チップアンテナ内蔵型 BVMCN5103-CEAA-BK(3)×1

機能項目 仕様 備考

表示項目 リアルタイムコンパス，目的地までの距離，目的地住所 目的地住所はローマ字表記

表示可能キャラクタ 英数，カタカナ

目的地プリセット数 32ヶ所（最大） PCソフトにて編集、USB経由でプリセット

目的地任意セット BLEを介しスマホアプリで設定，32ヶ所（最大） 当面Android端末のみ。プリセットされた目的地より優先して表
示．任意設定内容をPCソフトで読込み編集可能

Beacon Advertising出力 情報付加には未対応（※対応は可能）

リアルタイムコンパス表示 32方位 楔状の矢印にて表示

連続動作時間 24時間（ロングライフタイプ），2時間（薄型タイプ） 最終目標値

省電力 GPSパワーセーブ

ELパネル電力制御 dimmer制御

ながら操作防止 機能変更禁止措置

GPS誤検出対応 前後の履歴による補正 PCソフトによる異常ログ除去，補正処理

属性情報入力 カード使用者の年齢層、性別

蓄積データ選択 GPSデータ/3軸加速度データから選択可能 当面はGPSデータのみ

太陽電池（PV）
ＯＬＥＤパネル

筐体


